





Development of the Lesson Plan by NIE in University Geography Education (2):  






This paper is an attempt to develop the lesson plan using Newspaper in Education (NIE) as the 
active-learning instructional method in geography education at the university level. The lesson 
model is based upon the unit “Becoming a Newspaper Reporter”. In this unit, students  
researched and interviewed the cases of community creation, and expressed them in articles, 
headings, photos, columns and editorials. Through this lesson, students were motivated to learn 















































① 連載記事「海に聞く 瀬戸内再生」（中国新聞）を取り上げた「自然地理（１）」（2017 年前期） 
ア 連載記事「海に聞く 瀬戸内再生」一覧 
第１部 痩せる漁場（2016 年 12 月 9 日～26 日） 
第２部 小さな脅威（2017 年 1 月 30 日～2 月 4 日） 
第３部 分断の果て（2017 年 2 月 20 日～25 日） 
第４部 酸性化の足音（2017 年 3 月 19 日～21 日） 
第５部 カキの未来は 米国編（2017 年 4 月 23 日～27 日） 
第６部 改正瀬戸内法の現実（2017 年 6 月 1 日～5 日） 
第７部 次代につなぐ（2017 年 6 月 13 日～19 日） 
















② 福山大学海洋生物資源研究所の水族館の新聞記事を活用した「自然地理（２）」（2017 年後期） 
ア 取り上げた新聞記事（中国新聞） 
・「里海再生へこつこつ研究」（2017 年 1 月 8 日） 
・「タツノオトシゴ生態知って」（2017 年 4 月 25 日） 
・「海の生き物 表現無限大」（2017 年 7 月 13 日） 
・「水族館で学ぶ地魚干物」（2017 年 9 月 28 日） 






③ 連載記事「びんご多国籍時代」（中国新聞）を取り上げた「地誌」（2017 年後期）  
ア 連載記事「びんご多国籍時代」一覧 
第１部 変化の波（2017 年 1 月 25 日～31 日）  
第２部 実習の島（2017 年 2 月 28 日～3 月 4 日） 
第３部 暮らし（2017 年 5 月 9 日～13 日） 
第４部 活躍の場（2017 年 6 月 26 日～7 月 1 日） 
第５部 支援の輪（2017 年 8 月 22 日～26 日） 













 ④ 「再始動 福山駅前」を取り上げた「教養ゼミ」（2017 年前期）での取り組み 
ア 取り上げた新聞記事（中国新聞） 
・「県東部の顔 にぎわい再生」（2017 年 1 月 6 日） 
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⑤ 「自然地理（１）」における里山再生に関する投稿（2018 年前期） 
ア 取り上げた新聞記事（中国新聞） 
 ・「中国山地 人口 50 年前より 49 万人減」（2016 年 1 月 26 日） 






⑥ 「人文地理（１）」における「鞆の浦」日本遺産認定に関する地理探究（2018 年前期） 
ア 取り上げた新聞記事（中国新聞） 
 ・「『鞆の浦日本遺産認定』（2018 年 5 月 25 日） 





















① 「デニム新商品 CF 活用」（中国新聞、2018 年 6 月 20 日） 
② 「備後畳表継承へ団体」（中国新聞、2018 年 5 月 1 日） 
③ 「やっさだるマン みんなで踊ろう」（中国新聞、2018 年 7 月 4 日） 
④ 「世羅らしさ ６次産品続々」（中国新聞、2017 年 1 月 6 日） 
⑤ 「廃校活用 島の魅力発信」（中国新聞、2018 年 4 月 25 日） 
⑥ 「青パパイア 特産作物と味なタッグ」（中国新聞、2017 年 8 月 22 日） 
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 ① 「小規模校の挑戦 地元からの進学増探る」（中国新聞、2018 年 4 月 2 日） 




















































































成果の一部である。また、2018 年 10 月 3、6 日の福山大学公開講座において「新聞を活用した備後地
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別紙１ 受講生作成の「しまおこし新聞」（完成版）の表面 
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別紙２ 受講生作成の「しまおこし新聞」（完成版）の裏面 
 


























































































































































































































































































































































でも 340 件、商店街も含めると 500 件
以上も存在している。そこでこのプロ
ジェクトでは和の空間を生かした短
期滞在が可能な貸家としてガウディ
ハウスを作ったり、子育ママたちにむ
けて井戸端サロンも作られていて地
元の人々や観光客など様々な層の
人々に活用されている。▲使われてな
かった空き家が息を吹き返すように
活動しているプロジェクトの活動に
より良い成果がでることを願いたい。 
たしは、空き家の空洞化の問題につ
いて深入りした「ＳＮＳ」の活用を
提案したい。なぜなら、情報社会が
進む中で情報端末が普及しており、
若者を中心に「ＳＮＳ」を使った活
動が増えてきているからです。 
 ｛ＳＮＳ｝を上手く利用していく
ことが尾道らしい街をつくってい
くには必要なことではないだろう
か。尾道ならではの古風な街並みに
興味を持ち、観光のほかにも「住ん
でみたい」と思うようなきっかけづ
くりになるのではないかと思いま
す。 
空き家の空洞化の問題の解決と
して、尾道空き家再生プロジェクト
の街の活性化活動に今後も注目し
ていきたい。 
 
 
